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小中学校学習指導案の表記に関する工夫
一板書型学習指導案に着目して一 

Devices Concerning Notation of the Teaching Plan for Elementary School and 
Junior High School : Focusing on the Board-work Type of Teaching Plan 

溝 邊 和 成* 
M IZOBE Kazushige 

本報告では、 小中学校学習指導案の表記上の工夫と して、 板書型指導案を取り上げ、 それらが、 どのよう な特徴が見ら

れるかを明らかにしている。 山口県および北海道で作成された資料を調査対象と した。 資料分析ならびに活用経験者への

面接調査の結果から、 次の点が特徴と して得られた。

山口県における板書型指導案は、 1 べ一 ジを 3 つのエリ アで区分し、 1 つのエリ アに板書が配置され、 他の 2 エリ アに

は 「主眼 (ねらい)」 や 「指導上の留意点」、 「本時の流れ」 等が設定されていた。 3 区分の工夫と して、 形式上のバリエー

ショ ンも見られた。 エリ ア間の記述の整理や単元全体の表記等に課題があった。 北海道の板書型指導案では、 カラー刷り

の 2 ページ見開きと して作成され、 配色の工夫がなされていた。 また 「資料活用のポイ ント」 や 「教師の発問」 「予想さ

れる子供の反応」 な ど全てのべ一 ジにわたって記されていた。 ICT の活用等と と もに書き込みや保存が可能であるこ とが

望まれた。 活用経験のある教員は、 いずれの板書型指導案も、 教師の教材研究や授業実施に役立つとと らえていた。 

キーワード : 学習指導案、 板書型、 表記上の工夫、 ビジュアル化
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1 はじめに

昨今、 「主体的、 協働的で深い学び」 が注日され (文
科省2018) 、 活動的なシーンを特徴とする授業を示す一 
つの道具と して、 子供の様子をより確かに表す学習指導

案のフオーマ ツトの需要が高まりつつある。 この点に関

する研究には、 低学年期においてフ ィ ール ド活動を重視

し、 イ ラス ト などを取り入れた学習指導案 (ラーニング
スケ ッ チ註) の工夫が僅かながら見られ始めている。 関
連する研究と して松田 ・ 溝邊 (2017) は、 ラーニングス
ケッチの一形式と した小学校理科のビジュアル化した学

習指導案を用意し、 それに対する教師の意識について検

討している。 具体的な授業イ メ ージが促進されるなどの

効果が見られている。

上記の取り組みで共通する重要な要素の一つに、 学習

環境図 (教室の机 ・ 椅子の配置、 教材の設置場所、 活動
場所の特徴等記載) や板書計画が挙げられる。 プラ ンニ
ングと して特徴付けられた学習指導案では、多 くの場合、

活動場面の状況や指導内容等が環境図や板書によってフォ

ローされている。

そこで本報告では、小中学校学習指導案の表記上の工

夫の一つと して挙げられる 「板書」 に着目し、 その活用

が反映された学習指導案について取り上げる。 特に板書

が指導案と一体化したり、 主要な部分を占めたり してい
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る 「板書型指導案」 に焦点付け、 その特質をとらえるこ

と を目的と した。 

2 調査対象 ・ 方法
第一 の調査対象資料と して、 山口県教育庁義務教育課

の 「授業づく り拠点校研修会事例集 (平成27年度)」 に
見られる板書型指導案ならびに同課が示す 「板書型指導

案活用のすすめ」 を対象と している。 また、 本指導案の

作成経験のある同課の職員 2 名 (男性 1 名、 女性 1 名) 
を対象に面接形式で、 長所と改善点について質問を行い

(20分程度)、 その回答を整理した。 実施時期は、 平成30 
年 3 月 2 日であった。 これ以降、 ここで対象と した板書
型指導案を 「板書型指導案1」 と称する。
第二の調査対象は、 北海道社会科教育連盟が作成して

いる社会科板書型指導案 (2008年版、 2016年版) の冊子
とする。 本連盟のメ ンバー (男性教員 1 名) と北海道 s 
市内小学校の職員 (女性教員 2名) に面接し (各15~ 20 
分程度) 、 板書型指導案を作成 ・ 活用した時の感想から、
長所と課題、 改善点を整理した。 実施時期は、 平成30年
3 月13日であった。
第一調査の資料と同様に、対象とする社会科の板書型

指導案を 「板書型指導案 2」 と し、 2008年度版は板書型
指導案2a、 2016年度版を板書型指導案2b とする。 

平成30年4 月25 日受理
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3 板書型指導案1
1 ) 板書型指導案 1 の形式
板書型指導案に関 し ては、 安達 (2009) や中村

(2015) の実践報告の他に、 先行研究と して前原 (2016) 
の報告が挙げられる。 その報告によれば、 山口県で扱わ

れている板書型指導案 1 は、板倉豊氏 (平成30年現在、
小学校 ・ 校長) の発案によるもので、 1 べ一 ジ記述方式
で表記項目と して主題、 板書計画、 発問 ・ 留意点等に分

かれている。 山口県教育庁義務教育課の資料では、 以下

のよう に表示されている (図 1 )。
このよう な形式を提示しながらも、板書型指導案 1 は、

柔軟性と可逆性が特徴だと している (前原2016) 。 次節
では、 具体的な工夫点について検討した結果を示す。 

0年0組『0000』

1主眼 (ねらい)

2 指導上の留意点

↑

↓

☆評価

平成 年 月 日 ( )
指導者

1 2 3 4- 
① 主眼 (ねらい) : 「 0 0 に着目し、 0 0 する活動を通

して、 0 0 が理解できる」 などの表現で記述します。 
② 必要に応じて記述します。

③ 「板書型指導案」 の最も必要な要素である板書計画を

書きます。 授業の 「めあて」 や 「まとめ」、 構想して

いる授業展開、 予想される児童生徒の意見などを、 構

造的に、 明確に表すように工夫します。

④ 児童生徒の学習活動を促す発問や思考を深める発問な

どを書きます。 主発問は大枠にするなどの工夫も考え

られます。

図 1 板書型指導案 1 の形式

2 ) 板書型指導案 1 の分析
前原 (2016) の報告に示された整理表では、 課題の具

体性、 発問、 予想される反応、 まとめの 4 項目において
出現率を示し、 その特徴を述べている。 本稿では、 各板

書型指導案 1 の項目と形式に見られる特徴を検討する。 
分析対象は、 「授業づく り拠点校研修会事例集 (平成27 
年度) 」 ( 山口県教育庁義務教育課) に示された42件の板
書型指導案 1 と した。
板書型指導案 1 のフオーマツトの特徴は、 図 1 に示す
よう に A 4 用紙の長辺を上下にして 3 区分されている点
である。 第一の分析ポイ ントは、 その点に沿った表記に

なっているかである。 第二は、 項目の加除も含め、 項目
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がどのよう に使われているかである。 第三は、 オリ ジナ

ルなアイデアが加えられているかである。 第一ポイ ント

は、 3 つの区分と と もにエリ アの配置バラ ンスなどが基
本型 (図 2 、 以下 「に」 タイ プと称する。) に一致して
いる場合を準拠 A、 面積比が異なってはいるが、 3 つの
エリ アが同じ位置にあれば、 準拠 B、 エリ ア数が増減し
ている場合は破格 B、 エ リ アの配置や面積が変わってい
たり 、 項目設定も異なったり している場合は、 破格 A 
と して分類する。 第二のポイ ン ト については、 それぞれ

のエリ アに記載された項目を取り上げ、 第三のポイ ント

も記述するよう にした。 

図 2 板書指導案 1 : 「に」 タイプ

3 ) 板書型指導案 1 の分析結果と考察
結果は、 表 1 に示す通りであった。 板書型指導案は42 
件が収録されており、 そのう ち国語科は小学校 : 7 校11 
件、 中学校 : 7校 7件であった。 また算数科 : 小学校は
7 校 8 件、 数学科 : 中学校は 7 校 8 件であった。 さらに
理科は、 小学校 1 校 1 件、 中学校 7 件であった。
形式については、 小学校国語科は、 11件中、 準拠 A : 

5 件、 準拠 B : 4 件、 破格 A : 2 件でいく つかの変化し
たタイ プが見受けられたが、 小学校算数科では、 8 件中
7 件が準拠 A で形式的なバリエーシ ョ ンは少なかった。 
逆に中学校の板書型指導案 1 では、 国語科が 7 件全て準
拠 A を示し、 理科も 7 件中 6 件が準拠 A であった。 そ
れに対して数学科は、 8 件中 3 件が準拠 A であったも
のの、 その他の 4 件が破格 A、 1 件が準拠 B であった。 
理科においては、 小学校で 1 件中 1 件、 中学校で 7 件中
6 件と準拠 A の件数が大半を占めていた。
第 1 エリ アの記載については、 1 番目に 「主眼」 また
は 「ねらい」 を掲げ、 2番目を 「指導上の留意点」、 3 
番日 「評価」 と している準拠 A は、 42件中29件を占め
ていた。 第 3 エリ アに見られる 「本時の流れ」 の表記も
30件を数え、 形式と して受容 ・ 踏襲されているこ とがう
かがわれる。

準拠 A の中での工夫点と見出されるのは、 第 2 エリ
アでは、 イ ラス トや図を提示したり 、 めあてを枠で囲っ

たりする点のほかに、 エリ アをグレーにしたり (No 21)、
ナンバリ ングしている点である (No.13) 。 前者は明確に
黒板とわかるよう にするため、 後者は、 「本時の流れ」

で番号のついた活動と黒板上の表記と合わせるための工

夫である。 



第 3 エリアでの工夫点と して、 発問 ・ 指示を表す吹き
出しが見られる (No 7 、 No 8 、 No 9 、 No.14、 No 22)。 
それぞれが発問の吹き出しであったり、 指示の内容であっ

たりする。 第 3 エリア全体を 1 つとせずに、 3 ないし 4 
区分してまとまり をつけているケースもあった (No.12、
No.14、 No.15、 No.16)。 また各活動に対する時間表記が
なされているものがあった (No lO、 No.16、 No 23、 No. 
27、 No 35)。 No 42の理科指導案では、 時刻表記がなさ
れていた。 いずれも限られた時間の有効活用のための工

夫といえる。

破格 A に分類された板書型指導案 1 は、 表 1 からも
わかるよう に、 No 6 、 No i l、 No 30、 No 31、 No 32、
No 33、 No41の7件であった。 図 3 の分類から、 No 6 は、
「二」 タイ プと なる。 また、 No i l、 No 30、 No 31は、
「三」 タイ プとなる。 「L」 タイ プは No 32、 「川」 タイ プ
は No 33と なり 、 「に」 タイ プ (図 2 ) の反転タイ プに
は No 41があてはまる。

No 6 は、 図 2 の第 1 エリ アと第 3 エリ アが融合され
て上部に位置し、 黒板部分の第 2 エリアは、 下部に設定
されている。 上部では単元名をはじめ、 ねらい、 準備物、

学習過程、 指導上の留意点、 評価まで記載されているの

が特徴である。 また下部の板書部分は、 黒板の写真が添

付されている。 この点も他には見られない工夫した点と

いえる。

「三」 タイ プである No i lは、 最上部に 「主題」 のみ
横書き表記し、 最下部には 「授業の流れ・ 指導上の留意

点」 を縦書きにして収めている。 中央部分は、 黒板を挟

む形で、 ホワイ ト ボー ドが配置されている。 そこに示す

内容 (読み取ったこ とや感じたこ と を表す表現例や教科
書の記述例など) は、 板書を補填する形となっており、
黒板の延長といえる。 No 30、 No 31の 「三」 タイ プは、
真ん中を占める板書計画の上に、 1 主題 (ねらい) 、 2 
めあて を書き、 黒板下の部分には、 「授業の流れ」 (左
側) と 「留意事項」 (右側) をシンプルに示している。 
そう した工夫は、 板書エリアを大き く し、 黒板に注目し

やすく しているといえる。

「L」 タイ プの No.18、 No 32は、 いずれも第 1 エリ ア
から第 3 エリ アにまで一挙に説明していく のが特徴とい
える。 No.18は、 「 1 本時のねらい」 「 2 指導のポイ ント」
「 3 評価」 「 4 学習の展開」 と して、 左上から右下への流
れを大切にしている。 同様にNo 32 も、 板書を写真で掲
載しながら、 その周り を左上から左下、 そして右へ読み

進めることができるように 「 1 単元名」 「 2 主眼」 「 3 単
元計画」 「 4 本時の流れ」 と している。 単元レベルも述
べている点も工夫されている。

「川」 タイ プは、 板書の位置も大き く変化している。 

No 33は、 第 1 エリ アをそのままに左端にセ ッ ト し、 そ
の右手に 「本時の流れ」 「板書」 「板書」 「本時の流れ」

と並べている。 すなわち 「本時の流れ」 「板書」 のセッ

トが横に 2 つ並び、 前半の板書は、 左側に書く のでそれ
に合わせて、 「本時の流れ」 の前半部分はその左手に、

後半の板書部分に合わせた 「本時の流れ」 は、 二つ目の

板書部分の右側に置いている。 このよう なアイ デアは、

黒板を分割して本時の時系列を配慮した板書を可能にし

ているといえる。

No 41は、 「に」 タイ プの反転した形式となっているの
が特徴である。 左上に 「 1 主題」 を記述し、 左下には
「 2 本時の流れ」 を置いている。 その間に板書計画が示
されている。 それら 3 つを右側から 「 3 指導上の留意点」
と 「 4 評価」 を表記したエリアで支えている格好となる。 
板書左に寄せ、 それを中心に項目内容を踏まえ、 取り囲

んだ形の工夫といえる。 

4 ) 面接調査結果 (板書型指導案1 )
板書型指導案 1 を作成した経験のある山口県教育庁義
務教育課の職員 2 名 (男性 1 名、 女性 1 名) への面接調
査は、 長所と課題を質問項目と して実施した。 発話内容

を要約すると、 表 2 の結果となった。 

表 2 面接の記録 (要約) 1 

男性職員 女性職員

長所 授業を構造的に組むこ

とができるよ うになって

く るので、 1 時間の授業

改善に役立つ。

授業のイ メ ージがわか

りやすい,

算数などは描きやすい

よ うに思 う。 

自分の考えや思いを視

覚化す る こ と にな るの

で、 指導の足りていると

ころと足りていないとこ

ろを自己モニタ リ ングで

きる ,

授業記録と して活用で

きる , 

課題 第 1 エリアと第 3 エリ

アに書かれる留意点が重

なって しま う。 

全体の指導案が書けて

こそ、 その効力を発揮す

るように思う , 
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このよう な結果から、 板書型指導案 1 の長所と して、
授業をイ メ ージしやす く 、 自己モニンタ リ ングのツール

と しても役立ち、 1 時間の授業改善に有効であるとと ら
えているこ とがわかった。 男性職員が述べるよう に、 形

式と しては、 第 1 エ リ アにある 「主眼 (ねらい)」 の次
に示す 「指導上の留意点」 は、 第 3 エリアの本時の展開
に沿って記す留意事項と重なる場合があるので、 大枠と

細部と しての扱いなど、 その差異化を図るこ とが望まし

いと推察される。 また 1 時間の板書計画のみならず、 全
体の指導案が書けてこそ、 その効力発揮があるのではな

いかとの意見からは、 指導案全体へのフイー ドバツクが

考えられる。 

小中学校学習指導案の表記に関する工夫
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4 板書型指導案 2
1 ) 板書型指導案2aの分析
北海道社会科教育連盟研究出版部発行2008年版である

板書型指導案2aは、 「社会科板書型指導案 v o.1」 と して
全33べ一 ジからなり、 「 5 年 『住みよい く ら しと環境』

~ 環境を守る~ 」 と題されている。 「本書の使い方」 (同
冊子 p 3 ) には、 次のよう に記されている (図 4 )。
図 3 からもわかるよう に 「 1 教科書を使おう」 「 2 

板書から授業を考えましよう」 「 3 発問 ・ 指示 ・ まと
めでバツチリ進めま し よう」 で解説され、 板書にかかる

部分の 「発問、 指示、 まとめ」 の箇所も教師の顔のイラ

スト と番号が付してあり、 説明が加えられている。

図 4 に示すよう に、 板書型指導案2aは、 一番上に白
抜きの字で本時のタイ トルと全時間数の何時間めである

かを記している。 その右端には、 必ず教科書の該当する

べ一 ジ数が付してある。 中央には板書の写真が載せられ

ており、 その周り を教師の発問 ・ 指示が示されている。 

図 4 からもわかるよう に、 教師の発問は、 顔のイ ラス ト
から出ている吹き出し (灰色) となっている。 ここでは、
①の発問から 「指示 1 」 「指示 2 」 など時間表示ととも
に具体的な作業内容と流れがわかるよう になっている。 

図 3 板書型指導案2aの説明

また、 板書上に対応する箇所を吹き出し (赤色) で囲み、
対応を表す工夫が見られる。 「指示」 の後に述べられて

いる四角 (う す灰色) は、 ここで必要と している内容で
あり、 まとめという形をと ったり している。 図 4 では、
子供の反応も見られる (黒板下中央)。 最下段には、 「参
考資料」 と して、 ホームページのア ドレスなどが挙げら

れている。 次のべ一 ジには、 板書で使用 した写真などが

資料と して掲載されている。 以上、 黒板は、 白い字を基

本と しているが、 3色 (赤、 黄、 青) のチ ョークを使っ
て文字の囲みや線を引いたり して見やす く 、 わかりやす

く している。 

2 ) 板書型指導案 2 bの分析
2016年版である板書型指導案2bは、 「私たちの生活と
食料生産 (v ol. 10)」 と して 「水産業の盛んな地域」 ( 7 
時間) と 「これからの食料生産とわたしたち」 ( 4 時間) 
を扱っており、 計30べ一 ジ弱の冊子になっている。 1 時
間の内容は、 見開き 2 べ一 ジ分が当てられている。
見開き左側のべ一 ジでは、 図 5 の説明のよう に、 左側
には、 主な学習活動を略案で紹介しており、 その右側に

は教科書を使う ポイ ント を紹介している。 見開き右側の

べ一 ジでは、 上部に板書計画が貼られており、 レイ アウ

ト された板書から授業のイ メ ージを紹介している。 黒板

の写真の下部分は、 「教師のかかわり」 のポイ ント を示

している。

具体的な例を示すと、 図 6 および図 7 になる。 図 6 
では、 最上部分に本授業が単元の何時間目であるかが記

され、 本時の活動がタイ トルと して掲げられている。 そ

の横にねらいも示されている。

二段目には、 「本時の目標」 (左側) と 「評価基準」
(右側) が置かれているこ とがわかる。 またそれらの下
に、 「主な学習活動」 (左側) が略図と して表されている。 
ここには、 黒板に掲示する資料も示され、 板書と連動し

ているこ とがわかる。 また、 本時のタイ トルを、 黄色の

枠で囲み、 到達させたい結論には赤色の枠で囲む工夫が

図 4 板書型指導案2aの例
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図 5 板書型指導案2bの説明




